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要旨 

　私たちの班では、能登への観光客を増加させることを目的として活動した。能登の魅力を発

信するために、音とマップを組み合わせた「NOTO SOUND JOURNEY」を作成した。本マップで

は、誰でも自由に録音された音と録音場所をひも付けて投稿することや、それらを閲覧するこ

とができる。能登の魅力を視覚情報だけではなく聴覚情報も交えて伝えることで、その場にい

るかのように能登を体感できると考えた。 

 



１.研究背景と目的 

　近年、観光の目的は景色や食べ物を楽し

むことだけではなく、その地域でしか味わ

えない体験や地域文化に触れることへと変

化している。観光庁の観光に関する調査で

も、旅行者は地域ならではの体験や文化を

重視する傾向が高まっており、観光地には

他の地域にはない魅力を発信することが求

められている。一方で、現在の観光情報は

写真や文章、動画が中心であり、実際に現

地で感じられる空気感や臨場感を十分に伝

えられているとは言えない。そのため、旅

行者が現地でしか味わえない魅力を事前に

イメージしにくいという課題がある。 

　私たちは高校の融合プロジェクトにおい

て、能登半島の地域活性化について探究活

動を行った。能登半島は、美しい海岸や能

登里海の自然、伝統文化、祭り、漁業など

多くの観光資源に恵まれている。しかし、

観光情報を調査したところ、それらの魅力

は写真や文章で紹介されることが多く、音

に着目した情報発信はほとんど行われてい

なかった。私たちは、この点に着目し、音

も地域の魅力を伝える重要な観光資源では

ないかと考えた。 

　能登には、その土地ならではの多様な音

が存在する。例えば、青柏祭での賑やかな

掛け声や楽器の音、千里浜海岸では波が打

ち寄せる音や鳥の鳴き声、里山では、鳥の

さえずりや虫の声などが聞こえてくる。こ

れらの音は歴史や文化、地域の自然環境な

どを反映しており、写真だけでは伝えられ

ない臨場感や雰囲気を感じさせる重要な要

素である。しかし、現在の観光情報では、

このような地域特有の音が十分に活用され

ているとは言えず、能登ならではの魅力を

伝える手段としてはまだ発展の余地があ

る。 

　また、近年はスマートフォンでのマップ

機能を活用した観光案内が一般的になって

いる。観光客は旅行前や旅行中に地図アプ

リを利用して観光地を検索する機会が多

く、音声やデジタルコンテンツを組み合わ

せた情報発信を実現しやすい環境が整って

いる。このような技術を活用することで、

観光地の魅力をより効果的に伝えることが

できる可能性がある。 

　そこで私たちは、地図上で音を聞くこと

ができる「NOTO SOUND JOURNEY」を提案

し、音を活用した新しい観光情報発信の可

能性について検討することを目的とした。 

　 

 

 

 

２.調査・分析 

　この探求では、能登の観光情報の現状を

把握するため、文献調査や現地調査などを

行った。まず、観光庁や石川県、能登地域

の観光情報関連資料・観光サイトを調査

し、現在の観光情報の発信方法について整

理した。次に、能登各地を訪れ、海岸や漁

港、祭り会場、里山などで地域ならではの

音を録音するとともに、その場所の特徴を

記録した。さらに、旅行先を選ぶ際に重視

する要素や、音が観光地への興味や訪問意

欲に与える影響について調査した。 

　文献調査では、多くの観光サイトが写真

や文章、動画を中心に観光地を紹介してお

り、地域の音を活用した情報発信は少ない

ことがわかった。現地調査では祭りのお囃

子、海岸の波音や海鳥の鳴き声、里山の鳥

や虫の声など、場所ごとに特徴的な音が数

多く存在することを確認した。 

　これらの結果から、能登には地域の魅力

を表現する多様な音が存在するにもかかわ

らず、現在の観光情報では十分に活用され

ていないことがわかった。音は旅行者に現

地の臨場感を伝え、観光地への興味や訪問

意欲を高める効果が期待できると考えられ

る。そのため、地域固有の音を地図上で楽

しめる「NOTO SOUND JOURNEY」は、従来の

写真や文章だけでは伝えきれないの能登の

魅力を発信する新たな手法となり、観光振

興や地域活性化につながる可能性があると

考えられる。 

 

 



 

 

 

３.解決に向けた提案と実践 

　音を用いて魅力を伝えるという過程で、

既存の観光マップを参考にした。その観光

マップとはマップ上に観光スポットのピン

を作成し、そのピンを押せば観光地の写真

を見ることができるというもので、私たち

の班ではこの写真の代わりに音を用いてみ

ることにした。 

　具体的には、マップ上に設置したピンを

押すことでその場所の音を再生できる機能

を提案した。また、能登の祭りや自然、生

活の様子などを音で体験できるようにする

とともに、どの年代にも親しみやすいポッ

プなデザインを採用した。さらに、サイト

を共有し、能登に住む人々が魅力だと感じ

る音を自由に投稿できる仕組みを設け 

ることで、地域住民も観光情報の発信に参

加できる観光マップを目指した。 

　これらをマップにするためにブラグラミ

ングを起用し、そのソフトとして「Code 

Pen HTML」を活用した。マップとして地理

院地図を利用し、作成の最初ではマップを

開いたときに東京を中心となるようにマッ

プが開くため、コードを作成して七尾市が

中心になるようにした。このようにして

コード作成していく過程でさらに利用者が

使いやすく、わかりやすく、また楽しく利

用できるようにするために以下の工夫をし

た。 

・ピンを置くときにその音に題名をつけら

れる 

・元々10MBまでの容量の音声しか挿入でき

なかったものを20MBまで増やす 

・音声の停止、削除機能 

　この中でも最も修正しづらかったところ

は、他人がウェブサイトに投稿した音声が

反映されず、投稿された音声を保存してお

く必要があったため、supabaseやfirebase

などのデータベースシステムを利用して保

存場所を管理しなければいけなかったとこ

ろである。 

　私たちはプログラミングの経験が少な

かったためコードの記述方法、用語や

JAVAscriptの構造を理解するのに苦労し

た。特に音声ファイルを読み込んで再生す

る機能の実装ではエラーが出るときがあ

り、どこで間違えているのかを特定するの

が難しく、何度もコードを再読して修正し

ながら完成させた。この過程を通して、試

行錯誤を重ねることの重要性を学んだ。 

 

 

 

　ウェブサイト 

https://sites.google.com/d/1-ktGSAuh2YH

tPSQm_QPrYok_1UxmjUqj/p/1vLzQVVVfypzp1y

o7-gAVvvuDYxCERVmJ/edit 

 

 

４.考察 

　保護者の方々への発表では、音が聞ける

マップは、「珍しいと思う」という意見

と、「音だけでは、その場所に行きたいと

思わない」という意見に分かれていた。

「珍しい」と感じてくれた人は、音を聞く

ことで聞き手自身の想像力が掻き立てら

れ、実際に行ってみたいという好奇心が生

まれたためだと考えられる。そして、「音

だけでは行きたいと思わない」という人

は、人間は情報の8割以上を視覚から得てい

るという認知科学的特徴の影響から、写真

や動画などの視覚情報が載っている方を好

むためだと考えられる。さらに、旅行をし

ようとする人たちは、場所を選ぶ際に、失

敗しない場所選びを行う傾向にあるため、

音だけを聞いて、旅行する場所を選ぶとい

 



う行動を取る人は少ないと推測できる。特

に今回の調査対象である保護者層は、家族

での旅行や経済的な面を考慮する必要があ

るため、より慎重に「失敗を避けたい」と

いう心理が働きやすい。以上のことから、

音は人の興味を惹きつけるツールとして有

効である一方、「能登を訪れる」という実

際の行動に確実に結びつけるには、写真や

動画による視覚的な情報も不可欠だと考え

られる。 

 

 

 

 

５.今後の課題と展望 

　今後の課題は3つある。1つ目は音だけで

は好奇心が生まれにくい可能性があること

だ。考察にもあったように、音だけではそ

の場所にいきたいと思わせることは難しい

という意見もある。しかし音と写真や動画

のような視覚情報を同時に投稿できると、

音だけを聞いてもらえるという良さがなく

なってしまう。そこで、その音に関する視

覚情報を得る際にサイトの利用者自ら検索

してもらえるような仕組みを作りたいと考

えている。2つ目は投稿の質やルールについ

てだ。わたしたちのサイトでは誰でも投稿

できるがその反面、関係のない音や不適切

な音声、著作権に引っかかるような音が投

稿されるというリスクがある。それについ

ても対策が必要である。3つ目はサイトの過

疎化についてだ。このサイトがまた使って

もらえるようたくさんの工夫が必要だ。 

 

　今後の展望として動画や画像の添付がで

きるように設定しようと考えている。また

投稿については投稿ガイドラインを作成

し、不適切な投稿をユーザー自身が「報

告」できるようにするか公開前に管理者が

チェックできるような仕組みにすることが

不可欠だ。過疎化については「能登鉄道の

音」「和倉温泉の湯の音」「見附島の波の音」な

ど、指定した音を現地に行って録音・投稿でき

たら、地元の協賛店舗で割引が受けられると

いった音のスタンプラリーを企画することにより

実際の観光客の移動を促すことができ、このサ

イトを使う機会が増えると考えている。全て実現

はできないが何個かは叶えたい。 

 

 

 

 

６.結論 

　能登の魅力を発信するために、音とマッ

プを組み合わせた「NOTO SOUND JOURNEY」

を作成した。本マップでは、誰でも自由に

録音された音と録音場所をひも付けて投稿

することや、それらを閲覧することができ

る。私たちの班の中間発表を聞いてくだ

さった保護者の方々からは「珍しい」とい

う音に着目したことへの肯定的な意見と

「音だけでは、その場所に行きたいと思わ

ない」という懐疑的な意見をいただいた。

そのため、視覚情報を得るためにサイトの

利用者が自ら検索しやすくなるような仕組

みを作ることが今後の課題である。 

また、サイトに関するルールづくりやサイ

トの過疎化を防ぐこと、マップの範囲を広

げることなどを今後の展望として活動して

いきたい。 
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植村徹．「人は情報の８０％を視覚から得

ている。五感を活かす知覚のデザイン。」

．Dynamite Brothers Syndicate Blog．

2023-02-13．

https://d-b-s.co.jp/blogs/07/ ，（アク

セス日：2026年7月9日）． 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


